
（別紙３）

～ 令和8年　3月　14日

（対象者数） 62 （回答者数） 42

～ R８年　３月　26日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
組織としての成熟と同時に、支援者の個々の知識・スキル
も継続して向上していく。（定期的なケースの共有・振り
返りや外部研修・勉強会への参加）

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・人事制度の確立（評価制度、給与制度）
・人材育成、研修の充実
・業務のマニュアル化
・運動プログラムの確立

2

3

少人数のマンツーマンでの運動療育を行なっており、運動を
通してお子さま一人ひとりの成⾧（発達）や性格・特性に応
じて柔軟に対応できる点。

決まったプログラムは設けず、お子さま1人ひとりに
合わせた運動環境、運動メニューを提供している。楽しく、
継続して体を動かしてもらえるように、環境の設定や運動メ
ニューは飽きのこないように意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・組織体制の充実
・運営体制の強化

・人員の安定

R８年　３月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　３月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 とらいひろば京田辺

○保護者評価実施期間 令和８年　2月　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


